


H25 会員数 
クラブ数

※会員増減割合 
のみ % 表示

下関市、長門市、上関町が半減するなかで、
光市、周南市が微減にとどまった。

「山口県１万人会員増強運動」を終えて
　会員の減少傾向に歯止めをかけるため、全老連は、平成 26年～平成 30年にかけて「全国 100
万人会員増強運動」を提唱し、山口県においては、その間「山口県１万人会員増強運動」を展開
しました。

平成 25年：64,324 人⇒平成 30年：74,294 人
平成 25年の会員数× 3%×５年間＝ 9,640 人の増強を目指す
⇒単位クラブでは年間２人の増強を図る

平成 30年：48,117 人（16,207 人の減少）

～会員数・クラブ数の増減割合（平成 25 年と平成 30 年の比較）～

県、市町、単位老人クラブ毎で結果分析を行う必要
があります

　今後の取組みとして、増強運動前の５年間（平成 20～ 25 年で 22,195 人の減少）と運動後の
５年間（平成 25～ 30 年で 16,207 人の減少）を比較すると、減少の幅は、緩やかになり、増強
運動の成果が出たと言えます。しかしながら、高齢者人口は増加しているにもかかわらず、減少
傾向にブレーキをかけるまでには至っておりません。
　（平成 20年：86,519 人⇒平成 25年：64,324 人⇒平成 30年：48,117 人）
　県老連は、さらに、分析を進めて若手会員の減少による後継者不足等に対して、最適な数値目
標の設定や新たな施策など増強運動の方向性を整理してまいります。
　また、各市町、支部、地区老連、単位クラブにおかれましても、会員減少の原因を分析し、５年後、
10年後の将来を見すえた会員増強や活性化に向けて、計画的に取り組むことが重要であると考え
ます。

運動の目標

取組の結果

今後の取組
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●
育
成
功
労
表
彰

・
原　
　
和
男
（
宇
部
市
）

・
林　
千
人
世
（
岩
国
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

・
北
迫
新
町
や
す
ら
ぎ
会
（
宇
部
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

・平
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
平
生
町
）

●
1
0
0
万
人
会
員
増
強
運
動
表
彰

・
周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

	

新
南
陽
支
部
（
周
南
市
）

・
周
防
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会（
光
市
）

・
下
村
真
和
会
（
下
関
市
）

・
夜
市
楽
園
会
（
周
南
市
）

・仁
保
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
山
口
市
）

・
西
川　
三
代
子
（
宇
部
市
）

●
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

・
岡　
　
政
夫
（
萩
市
）

・
林　
千
人
世
（
岩
国
市
）

●
特
別
功
労
者

・
宮
田　
洋
子
（
宇
部
市
）

・
山
時　
基
治
（
周
南
市
）

・
竹
村　
精
一
（
周
南
市
）

・
石
原　
克
宏
（
山
陽
小
野
田
市
）

●
一
般
功
労
者

・
尾
畑　
　
武
夫
（
下
関
市
）

・
木
本　
　
孝
明
（
下
関
市
）

・
佐
々
木　
賢
明
（
下
関
市
）

・
篠
原　
　
信
子
（
下
関
市
）

・
八
幡　
　
　
博
（
下
関
市
）

・
山
口　
　
圓
夫
（
下
関
市
）

・
山
戸　
　
英
之
（
下
関
市
）

・
吉
野　
　
隆
浩
（
下
関
市
）

・
猪
俣　
　
敏
弘
（
宇
部
市
）

・
今
村　
チ
ト
セ
（
宇
部
市
）

・
奥
西　
　
　
昭
（
宇
部
市
）

・
河
内　
　
　
栄
（
宇
部
市
）

・
坂
上　
　
正
和
（
宇
部
市
）

・
花
田　
　
　
薫
（
宇
部
市
）

・
藤
井　
美
保
子
（
宇
部
市
）

・
藤
田　
　
元
子
（
宇
部
市
）

・
邑
川　
　
忠
孝
（
宇
部
市
）

・
濱
本　
　
孝
子
（
周
防
大
島
町
）

・
東
野　
　
敏
彦
（
周
防
大
島
町
）

・
福
田　
　
和
義
（
周
防
大
島
町
）

・
福
田　
　
忠
邦
（
周
防
大
島
町
）

・
藤
谷　
　
勝
昭
（
周
防
大
島
町
）

・
藤
村　
　
光
男
（
周
防
大
島
町
）

・
藤
本　
　
長
生
（
周
防
大
島
町
）

・
藤
原　
松
太
郎
（
周
防
大
島
町
）

・
本
城　
　
正
勝
（
周
防
大
島
町
）

・
松
多　
　
悦
子
（
周
防
大
島
町
）

・
鞠
川　
　
久
子
（
周
防
大
島
町
）

・
光
井　
　
輝
吉
（
周
防
大
島
町
）

・
村
田　
　
米
子
（
周
防
大
島
町
）

・
山
科　
　
一
芳
（
周
防
大
島
町
）

・
山
本　
　
宏
江
（
周
防
大
島
町
）

・
中
尾　
　
勝
治
（
田
布
施
町
）

・
矢
田　
　
芳
人
（
田
布
施
町
）

・
白
上　
　
憲
治
（
阿
武
町
）　

（
敬
称
略
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

・周
防
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会（
光
市
）

・
川
西
ー
第
１
ク
ラ
ブ
（
光
市
）

・
川
東
ー
第
１
ク
ラ
ブ
（
光
市
）

・
川
東
ー
第
２
ク
ラ
ブ
（
光
市
）

・
立
野
ク
ラ
ブ	

（
光
市
）

●
１
万
人
会
員
増
強
運
動

・
長
府
満
寿
会　
　
　
　

 

（
下
関
市
）

・
冨
任
仲
町
新
む
つ
み
会
（
下
関
市
）

・周
防
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会（
光
市
）

・光
井
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会（
光
市
）

・
安
田　
　
榮
子
（
宇
部
市
）

・
山
﨑　
　
善
正
（
宇
部
市
）

・
秋
本　
久
美
子
（
山
口
市
）

・
貝
森　
　
澄
代
（
山
口
市
）

・
新
見　
　
吉
男
（
山
口
市
）

・
坪
郷　
　
芳
一
（
山
口
市
）

・
原
田　
　
郁
夫
（
山
口
市
）

・
三
宅　
　
一
男
（
山
口
市
）

・
藤
重　
　
　
仁
（
岩
国
市
）

・
井
原　
　
貞
徳
（
光　
市
）

・
竹
林　
　
哲
也
（
光　
市
）

・
松
本　
　
和
子
（
光　
市
）

・
宮
崎　
勝
次
郎
（
光　
市
）

・
上
村　
　
秀
夫
（
長
門
市
）

・
神
本　
　
正
夫
（
柳
井
市
）

・
下
川　
ハ
ツ
ミ
（
美
祢
市
）

・
小
野　
　
信
明
（
周
南
市
）

・
鍛
冶
原　
　
武
（
周
南
市
）

・
清
水　
　
清
美
（
周
南
市
）

・
長
藤　
　
則
男
（
周
南
市
）

・
堀
谷　
　
　
認
（
周
南
市
）

・
石
﨑　
　
坂
一
（
周
防
大
島
町
）

・
井
上　
　
正
俊
（
周
防
大
島
町
）

・
大
浜　
キ
ク
ノ
（
周
防
大
島
町
）

・
金
本　
　
幸
雄
（
周
防
大
島
町
）

・
河
井　
喜
美
子
（
周
防
大
島
町
）

・
川
﨑　
　
眞
澄
（
周
防
大
島
町
）

・
河
田　
　
志
郎
（
周
防
大
島
町
）

・
河
本　
卯
三
郎
（
周
防
大
島
町
）

・
瀧
内　
チ
ヨ
ノ
（
周
防
大
島
町
）

・
田
中　
美
惠
子
（
周
防
大
島
町
）

・
樽
本　
　
新
一
（
周
防
大
島
町
）

２
０
１
９
年
度

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
会
長
表
彰

２
０
１
９
年
度　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

２
０
１
９
年
度　
活
動
賞

２
０
１
９
年
度　
県
選
奨

第
69
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会　

　
県
知
事
表
彰

令
和
元
年
度　
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
長
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す
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健康講座の様子

会員・児童・保護者による蕎麦の刈り入れ

●
2
0
1
9
年
度　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
活
動
賞 

健
康
づ
く
り
活
動
部
門

下
関
市　
下
村
真
和
会　
（
昭
和
48
年
５
月
結
成
）

Q 　
ど
の
よ
う
な
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A 　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
同
士
の
親
睦
交
流
だ
け
で
な
く
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
介

護
予
防
・
認
知
症
予
防
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
活
動
・
仲

間
づ
く
り
活
動
と
し
て
、
隔
週
で
、
健
美
体
操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
毎
週
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
、
隔
月
で
日
帰
り
旅
行
、
年
２
回
ピ
ン
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
芸
能
大
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
病
院
の
出
前
講
座
も
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

Q　
取
組
の
成
果
は
？

A 　
健
美
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
、
日

帰
り
旅
行
は
、
地
区
で
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
町
単
位
に
拡

大
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
新
規
会
員
の
増
加
に
貢
献

で
き
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
・
行
事
に
多
く
の
会

員
が
参
加
し
て
い
て
、
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動
部
門
（
３
世
代
交
流
活
動
）

周
南
市　
夜
市
楽
園
会　
（
昭
和
37
年
９
月
結
成
）

Q　
ど
の
よ
う
な
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A�　
40
年
前
か
ら
夜
市
小
学
校
と
、
昔
遊
び
や
農
業
体
験
を
通
じ
た
交
流
を
行
い
、

長
期
的
に
子
ど
も
達
へ
の
社
会
教
育
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
農
業
体
験
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
と
、
農
業
を
通
じ
た
地
域
住
民
や
児
童
と
の
交
流
の
場
づ
く

り
と
し
て
、
新
た
な
畑
作
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

Q　
取
組
の
成
果
は
？

A 　
保
護
者
と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
夜
市
楽
園
会
の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
繋
が
り
ま
し
た
。
児
童
達
に
農
業

体
験
を
通
じ
て
、
人
付
き
合
い
や
協
働

す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
何
気
な
く
食
べ

て
い
る
野
菜
が
作
ら
れ
る
経
緯
や
生
産

者
の
想
い
を
学
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
会
員
か
ら
の
、

喜
び
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
活
動
賞
と
は

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
多
様
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活

動
の
中
で
、
特
に
他
の
範
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
単
位
ク
ラ

ブ
及
び
連
合
会
に
対
し
て
贈
呈
し
ま
す
。
こ
の
賞
の
贈
呈
を
と
お
し
て
、
全
国
的
な
優
良
事
例
を

掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
発
展
に
向
け
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。
活
動
内
容
に
は
「
健
康
づ
く
り
活
動
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」「
そ
の
他

の
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。
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お餅つきの様子

●
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞 

光
市　
周
防
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
昭
和
37
年
４
月
結
成
）

Q　
ど
の
よ
う
な
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

A 　
周
防
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
月
例
役
員
会
に
お
い
て
、
新
規
会
員
が
あ
れ
ば

報
告
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
総
会
な
ど
、
会
員
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
機
会
が

あ
れ
ば
、
会
員
募
集
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長

が
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
獲
得
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。
地
区
の
役
員
も
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
趣
旨
を
理
解
し
、
会
員
獲
得
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

Q　
取
組
の
成
果
は
？

A 　
新
規
会
員
獲
得
に
向
け
て
、
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
を
考
案
し
た
り
と
、
工
夫
し
た
結

果
５
年
間
の
取
組
で
、
1
1
4
人
の
新

規
会
員
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
会
員
増
強
運

動
は
、
永
遠
の
テ
ー
マ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
会
員
１
人
ひ
と
り
の
努
力
が
必

要
で
す
。

◎
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
と
は

　
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
26
年
か
ら
５
年
計
画
で
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
」
は
活
動
賞
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
運
動
の
年
次
（
ま

た
は
最
終
）
目
標
を
達
成
し
た
単
位
ク
ラ
ブ
及
び
連
合
会
に
対
し
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
賞
の
贈
呈
を
と
お
し
て
、
運
動
の
意
欲
を
高
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
発
展
に
向

け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
実
施
年
度
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
の
５
年
間
。

そ
の
他
の
活
動
部
門
（
文
化
伝
承
活
動
）

山
口
市　
仁
保
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
（
昭
和
41
年
５
月
結
成
）

Q　
ど
の
よ
う
な
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A 　
幼
稚
園
、
保
育
園
の
子
供
達
を
対
象
に
、
案
山
子
作
り
、
餅
つ
き
、
正
月
遊

び
と
し
て
こ
ま
回
し
や
凧
揚
げ
、
羽
根
つ
き
、
け
ん
玉
等
を
行
い
ま
し
た
。
小

学
校
の
児
童
と
保
護
者
を
対
象
に
、
昔
遊
び
、
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
し

め
縄
作
り
や
門
松
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
昼
休
み
を
利
用
し
て
、
月
に
２

～
３
回
将
棋
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

Q　
取
組
の
成
果
は
？

A 　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
子

ど
も
達
の
育
成
に
寄
与
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
同
士
の
交
流
も
深
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

�　

文
化
伝
承
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
と
共
に
あ
る
こ
と
、
郷
土

愛
の
醸
成
に
貢
献
し
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
な

る
べ
く
事
業
支
援
を
受
け
ず
に

継
続
し
て
い
き
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
存
在
感
を
保
持
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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今、地域では日常生活のちょっとした困り事を住民主体の介護保険
サービスによって解決する動きが広がっています。
今、地域では日常生活のちょっとした困り事を住民主体の介護保険
サービスによって解決する動きが広がっています。

　県老連では、老人クラブがこれまでの実践を生かして積極的にこうした動きに参
加し、クラブ活動の活性化を図るための取組をしています。

シニア活躍！地域支援担い手育成加速化事業
～地域の支え合いに参加し、老人クラブを活性化!!～

新規事業

～協議体～
（地区によって設置状況は異なります）

「関係機関・団体と進める！
新地域支援事業推進連絡会議の開催（７月）」
★�総合事業に係る関係者と老人クラブとの連携に
ついて協議しました。

行政・社協・包括支援センター、自治会、
老人クラブ、ボランティア団体等で日
常生活のちょっとした困り事を探した
り、解決方法を話し合っています。

「地域支え合い担い手養成講座
宇部、山口、周南で各 2回開催（11月、12月）」
★�老人クラブの総合事業参画を推進するための
リーダー養成を行いました。

皆様が実践している友愛活動を新たな
住民主体の介護保険サービスとして提
供し、困り事を解決していく動きが進
められています。

人材育成

地域を支える担い手とし
て老人クラブに大きな期
待が寄せられています !!

生活支援
（草取り、掃除等）

通いの場 
づくり

（サロン等）

連携の 
場づくり
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目　
的

　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
を
減
ら

す
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
当
事
者
で
あ

る
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
と
高
校
生
が
知
恵

を
出
し
合
っ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
。

　
宇
部
南
蛮
音
頭
を
通
じ
て
、
世
代
間

交
流
と
文
化
伝
承
を
行
う
こ
と
。

取
組
内
容��

①�

学
生
が
作
成
し
た
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
協
力
（
6
月
～
7
月
）

②�
学
生
と
会
員
と
の
話
し
合
い
（
７
月
）

　

�

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

③
宇
部
南
蛮
音
頭
の
伝
承
活
動
（
７
月
）

目　
的

　

平
成
27
年
か
ら
定
期
的
に
総
合
支
援
学
校
の
学
生
と
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業
を
通
じ
て
、
会
員
外
の
地

域
住
民
と
の
交
流
も
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

取
組
内
容��

�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
定
期
交
流
会

(

７
、８
、12
月
以
外)

目　
的

　

長
年
、
総
合
支
援
学
校
と
の
連
携
で
し
め
縄
作
り
を
実

高
校
生
と
考
え
る
交
通
安
全
と
文
化
伝
承
！

●
連
携
し
て
い
る
学
校

宇
部
高
等
学
校
（
社
会
科
学
ゼ
ミ 

２
年
生
）

宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
合
支
援
学
校
と
の
新
た
な
取
組
！

●
連
携
し
て
い
る
学
校

山
口
南
総
合
支
援
学
校
（
幼
、
小
学
部
、
中
学
部
、
高
等
部
）

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

鋳
銭
司
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
会
員
数
1
9
8
人
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
た
世
代
間
交
流
！

●
連
携
し
て
い
る
学
校

宇
部
総
合
支
援
学
校
美
祢
分
教
室

美
祢
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

桃
の
木
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
（
会
員
数
４
６
人
）

高校生との話合いの様子

グラウンドゴルフの様子交流の様子

仲間と絆を深め地域で活躍！シニア社会貢献活動推進事業
～子供たちを育む心豊かな地域のために、 

老人クラブが貢献しています。～

　本事業は、会員の知識・経験・活力を生かした社会貢献活動や世代間交流の取組をより一
層推進することを目的に、今年度からは、総合支援学校及び公立高等学校との連携促進を図っ
ています。
　具体的には、学校と積極的に連携しているモデルクラブを募集し、その先進的な取組を広
く情報発信することです。
　ここでは、令和元年度に応募のあったモデルクラブの取組概要を御紹介します。詳細な内
容については、次号に掲載いたします。

施
し
て
お
り
、
本
事
業
を
通
じ
て
、
活
動
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
県
内
に
取
組
み
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
。

取
組
内
容��

①�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
い
き
い
き

交
流
大
会
（
10
月
）

②�

地
域
交
流　
し
め
縄
作
り�

（
12
月
）

③
昔
遊
び
を
通
じ
た
交
流（
１
月
）

④
昔
遊
び
の
応
援
指
導
（
１
月
）
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　これからの老人クラブ活動を担う若手リーダーを発掘・養成するとともに、若手ならではの活
動を検討し、老人クラブ活動のより一層の魅力アップと発信を図るため、県老連に若手委員会を
設置し、次の事業を実施しました。

（１）県老連若手委員の選任
　　・県老連若手委員会設置規程及び選出基準の作成
　　・各市町老連への委員選出の依頼及び選出委員への委嘱状の交付
　　
（２）県老連若手委員会�全体会議の開催

　日　時：�令和元年６月 19日 ( 水 )�
午前 10時 30分～

　場　所：新山口ターミナルホテル　2階オーロラ
　内　容：・各委員への委嘱状交付
　　　　　・委員長、副委員長、書記の選出
　　　　　・令和元年度�本委員会の事業計画の協議
　　　　　・若手委員会設置市町からの取組状況の報告
　　　　　・県内若手会員の取組に関する情報交換及び状況の共有

（３）県内の先進若手委員会活動の視察
　日　時：令和元年９月 19日 ( 木 )　午後 1時 30分～
　場　所：徳山社会福祉センター　1階大会議・2階研修室
　内　容：①視察「歌声喫茶・ふれあい」
　　　　　②活動報告「周南市老連若手委員会における活動の取り組み状況と課題等について」
　目　的：�若手委員会が関わる事業や若手が興味を持つ活動を視察するとともに、先進地の活動

の取り組み状況や課題等について学ぶ

（４）県老連各若手委員から次年度の委員会活動の意見等集約
　締切日：令和元年 10月 18日 ( 金 )
　内　容：令和２年度の活動に対する意見や提案等、書面による提出を依頼

（５）県老連若手委員会�委員長・副委員長会議の開催
　日　時：令和元年 12月 17日 ( 火 )
　場　所：山口県社会福祉会館　2階　第４会議室
　内　容：�各若手委員からの次年度活動に対する意見や提案の共有、令和２年度の活動協議及び

令和２年度の事業計画 (案 ) の作成

令和元年度　若手委員会　活動報告令和元年度　若手委員会　活動報告
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今
年
度
、
女
性
委
員
会
は
6
月
21
日
（
金
）
と
12
月
4
日
（
水
）
で
2
回
の
全

体
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
1
回
全
体
会
議
で
は
3
人
の
委
員
の
交
替
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
女

性
委
員
ら
し
く
楽
し
く
、
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
委
員
会
を
進
め
て
い
け
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
体
会
議
で
は
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
・
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
、
今
年

度
主
要
事
業
に
な
っ
て
い
る
マ
ス
コ
ッ
ト
作
品
集
・
令
和
2
年
度
研
修
会
に
つ
い

て
報
告
・
協
議
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ッ
ト
作
品
集
に
つ
い
て
は
、
作
製
方
法
・
作
製
図
が
あ
る
も
の
は
、
作

製
工
程
を
1
カ
ッ
ト
ず
つ
映
像
化
し
、
掲
載
す
る
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
研
修

会
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
好
評
だ
っ
た
テ
ー
マ
や
取
り
上
げ
て
欲
し
い
内
容
に
つ

い
て
話
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
介
護
予
防
を
中
心
の
研
修
会
を
行
う
こ
と
と
、
こ
の
内
容

を
も
と
に
12
月
4
日
（
水
）
開
催
の
第
2
回
全
体
会
議
で
協
議
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

第
2
回
全
体
会
議
で
は
、
マ
ス
コ
ッ
ト
作
品
集
に
つ
い
て
は
、
委
員
で
作
り
方

を
見
な
が
ら
「
タ
オ
ル
で
つ
く
る
犬
」
を
作
成
し
、
訂
正
が
必
要
な
所
等
を
確
認

し
ま
し
た
。
他
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
市
町
に
持
ち
帰
り
会
員
の
方
に
意
見
を
聞

く
事
と
し
ま
し
た
。
3
月
末
に
は
市
町
老
連
に
「
マ
ス
コ
ッ
ト
作
品
集
」
が
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
2
人
の
講
師
が
決
定
。
12
月
上
旬
に
は
開
催
予
定
で
す
。

実
り
あ
る
研
修
会
が
で
き
る
よ
う
に
女
性
委
員
会
全
員
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

沢
山
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

女
性
委
員
会
　
報
告

平成30年度　研修会の様子

マスコット作品集
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全
国
三
大
運
動（
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
）の
一
つ
で
あ
る「
社
会
奉
仕
の
日
」（
９
月

20
日
）
は
、「
敬
老
の
日
」
に
感
謝
す
る
行
事
と
し
て
、
各
地
の
会
員
に
共
感
と
賛

同
を
得
て
、
全
国
運
動
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
、「
仲
間
と

集
い
高
齢
者
の
元
気
な
姿
を
示
し
ま
し
ょ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、「
社
会
奉

仕
の
日
」
の
活
動
を
、
全
国
一
斉
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
に
対
す

る
「
感
謝
」
と
地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
「
活
力
」
を
示
そ
う
と
環
境
美
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

山
口
県
で
も
単
位
ク
ラ
ブ
、
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
体
と
な
り
、�

約
８
０
０
の
単
位
ク
ラ
ブ
で�

約
１
４
，０
０
０
人
の
会
員
が
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
ま
た
、自
治
会
、婦
人
会
、子
ど
も
会
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
域
づ
く
り

団
体
、
神
社
総
代
、
JR
職
員
等
約

２
，０
０
０
人
の
会
員
以
外
の
参
加
も

あ
り
、
道
路
、
海
岸
、
公
園
、
神
社
、

公
民
館
等
の
清
掃
、
除
草
、
空
き
瓶
、

空
き
缶
の
収
拾
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
、
け
が

も
な
く
、
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
社
会
奉
仕
の
日
」

の
取
組
に
つ
い
て

長門市老人クラブ連合会

周南市　加見老連　東清流会

山口市　大内茅野神田福寿会

周南市　熊毛支部

周南市　熊毛支部
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周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
会
長　
原
田　
邦
昭

対
象
事
業　
新
規
単
位
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
に
関
す
る
事
業

実
施
事
業
名　
鹿
野
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
結
成
に
つ
い
て

実
施
計
画

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
、
減
少
傾
向
に
あ
る
最
大
の
原
因
は
、
団
塊
の
世
代
が

加
入
し
な
い
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境

の
下
で
す
が
、
鹿
野
地
区
で
は
、
令
和
元
年
に
、
60
歳
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た�

”鹿
野
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
“を
立
ち
上
げ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
と
将
来
の

リ
ー
ダ
ー
養
成
を
念
頭
に
新
規
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
鹿
野
地
区
は
、

山
間
過
疎
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
員
20
人
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
９
人

の
新
規
加
入
が
あ
り
、
現
在
で
は
、
29
人
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
会
員
増
強

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
会
長　
中
村　
勝
一

対
象
事
業　
若
手
委
員
会
等
、
若
手
高
齢
者
の
組
織
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

実
施
事
業
名
　
第
６
回
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１　
事
業
内
容

　
　
　
（
１
）�

実
施
支
部　
山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
秋
穂
支
部

　
　
　
（
２
）�

目　
　
　
的　
若
手
委
員
等
の
交
流
、組
織
強
化
及
び
健
康
増
進
を
図
る
。

　
　
　
（
３
）�

開　
催　
地　

�

山
口
市
秋
穂
の
八
十
八
ヶ
所
を
い
く
つ
か
巡
り
な
が
ら
秋

穂
総
合
支
所
ま
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
（
４
）�

行
事
の
内
容　

�

国
の
指
定
重
要
文
化
財
「
正
八
幡
宮
」
及
び
秋
穂

八
十
八
ヶ
所
（
の
内
の
一
部
）
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

行
う
。（
行
程
3.5
㎞
所
要
時
間
２
時
間
程
度
）

２　
規　
　
模

　
　
　
山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
６
支
部
か
ら
１
０
０
人
の
参
加
を
計
画
し
ま
し
た
。

３　
実
施
報
告

　
令
和
元
年
10
月
25
日
（
金
）
10
時
～
14
時
30
分

　
　
　
テ
ー
マ
「
よ
う
こ
そ
秋
穂
八
十
八
ヶ
所
め
ぐ
り
」

　
　
　
　
参
加
者
を
５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
各
グ
ル
ー
プ
に
ガ
イ
ド
、
安
全
管
理
者

各
１
人
を
、
最
後
尾
グ
ル
ー
プ
に
は
看
護
師
、
役
員
を
配
置
し
て
安
全
確
保
に
つ
と
め

ま
し
た
。
秋
穂
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
会
式
後
、
正
八
幡
宮
（
神
主
よ
り
説
明
）・

第
１
番
、
第
４
番
大
師
堂
・
福
楽
寺
の
山
口
市
指
定
（
天
然
記
念
物
「
ソ
テ
ツ
」）・
第

６
～
８
番
の
大
師
堂
（
住
職
よ
り
説
明
）・
東
天
田
会
館
で
昼
食
後
、
男
の
厄
年
に
参

拝
者
が
多
い
第
42
番
（
南
条
大
師
堂
）
か
ら
秋
穂
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
（
5.2
㎞
）
し
て
、
閉
会
式
。
参
加
者
は
、
１
４
１
人
に
な
り
、
実
行
委
員
25
人
で

運
営
し
、
事
故
や
体
調
不
良
者
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
　
新
「
村
お
こ
し
町
お
こ
し
運
動
」

令
和
元
年
度
　
新
「
村
お
こ
し
町
お
こ
し
運
動
」

市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
活
性
化
事
業
推
進
補
助
金
実
績
報
告

４
月

設
立
総
会
準
備

５
月

設
立
総
会

６
月

料
理
教
室
、
学
校
の
先
生
と
一
緒
に
「
地
域
が
育
て
る
地
域
の
宝
と
晩
酌
サ
ロ
ン
」

７
月

鹿
野
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
杯
（
ゴ
ル
フ
で
健
康
づ
く
り
）・
夏
休
み
子
ど
も
食
堂
協
力

８
月

料
理
教
室
、
北
消
防
と
鹿
野
交
番
長
を
交
え
て
「
地
域
の
安
心
安
全
・
晩
酌
サ
ロ
ン
」

９
月

社
会
奉
仕
活
動　
料
理
教
室
、
鹿
野
に
ご
縁
の
ド
ク
タ
ー
と
一
緒
に
「
医
者
と
健
康
講
和

と
晩
酌
サ
ロ
ン
」

10
月

鹿
野
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会
、
防
災
運
動
会
協
力　
鹿
野
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
杯

11
月

幼
稚
園
、
保
育
園
児
、
子
育
て
世
代
と
餅
つ
き
交
流

12
月

「
輝
き
シ
ネ
マ
劇
場
鹿
野
」
開
催
支
援
・
カ
ラ
オ
ケ
忘
年
会

１
月

冬
休
み
子
ど
も
カ
レ
ー
食
堂
協
力

２
月

「
輝
き
シ
ネ
マ
劇
場
鹿
野
」
開
催
支
援
・
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
脳
リ
ハ
ビ
リ

３
月

春
休
み
子
ど
も
カ
レ
ー
食
堂
協
力
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令
和
元
年
11
月
26
日
よ
り
２
日
間
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
参
加
し
た
の
で

報
告
し
ま
す
。

第
１
日　
活
動
交
流
部
会　
11
月
26
日
13
：
30
～
16
：
30

場　
所　
埼
玉
県
大
宮
市　
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場

１�　

活
動
交
流
会
は
３
部
会
に
分
か
れ
、
参
加
者
か
ら
選
抜
さ
れ
活
動
事
例
の
発

表
と
質
疑
応
答
が
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
参
加
し
た
第
１
部
会
の
テ
ー
マ
は
、「
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
推
進
」
で
、
次
の
３
地
域
か
ら
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

２　
総
括
情
報

　

�　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
会
員
減
少
に
集
約
さ
れ
、
こ
の

会
員
減
少
の
問
題
に
如
何
に
対
応
し
た
活
動
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
事
例
発

表
で
、
ど
の
事
例
も
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
に
応
じ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
お

り
、
各
地
区
の
役
員
の
皆
様
の
努
力
と
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
内
容
で
あ
り

感
心
い
た
し
ま
し
た
。

３　
事
例
発
表
の
中
で
、
参
考
に
し
た
い
と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
①�

新
座
市
：
老
人
ク
ラ
ブ
の
事
業
と
市
の
事
業
と
を
統
合
し
、
一
般
高
齢
者
対

象
事
業
と
し
て
活
動
の
輪
を
広
げ
て
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
安
定

化
や
会
員
増
員
に
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
②�

横
浜
市
旭
区
：
人
口
２
４
６
千
人
、
会
員
数
１
万
人
を
超
え
る
大
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
す
が
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
健
康
づ
く
り
活
動
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。
新
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
や
介
護
予
防
講
習
会
等
に
よ
り
団
塊
世

代
の
入
会
を
課
題
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
③�

京
都
府
長
岡
京
市
の
活
動
：
長
岡
京
市
の
「
シ
ニ
ア
大
学
」
は
特
に
感
銘
を

受
け
た
活
動
で
し
た
。
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
自
分

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
）」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
高
齢
化
と
共
に
直
面
す

る
色
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
会
員
以
外
に
も
広
く
市
民
の
方
々
が
そ
の
課
題

を
体
験
し
、
考
え
て
頂
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
同
時
に
高
齢
期
を
楽
し
く

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
必
要
な
知
識
を
仲
間
と
共
に
学
ぶ
場
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
地
域
活
動
や
健
康
づ
く
り
運
動
に
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
60
代
か
ら
70
代
の
一
般
高
齢
者
を
対
象
に
平
成
30
年
３
月
に

開
校
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
シ
ニ
ア
大
学
を
通
じ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
若
手

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
め
ざ
す

活
動
で
す
。
宇
部
市
に
も
導

入
の
検
討
を
し
た
い
活
動
の

１
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
48
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
参
加
し
て

第
48
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
参
加
し
て

宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長　
北
迫
新
町
や
す
ら
ぎ
会　
会
長　
田　
中　
　
孝　
雄

演じる活動の表彰式

− 11 −



第
２
日　
11
月
27
日　
9
：
30
～
12
：
30

場　
所　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

　
参
加
者
約
２
、０
０
０
人
の
盛
大
な
式
典
で
し
た
。
講
演
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

続
き
式
典
に
入
り
清
家
新
会
長
の
挨
拶
、
会
長
表
彰
に
続
き
、
最
後
に
大
会
宣
言

朗
読
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

全国老連表彰式

埼玉県春日部市老連による舞踊 優良クラブ表彰　記念盾

　
下
は
、
今
回
、
我
々
の
北
迫
新
町
や

す
ら
ぎ
会
が
優
良
ク
ラ
ブ
と
し
て
表

彰
さ
れ
、
記
念
の
盾
を
頂
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
若
手
委
員
会　
副
委
員
長　
周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
若
手
委
員　
大
寺　
健
一

　
12
月
12
～
13
日
、
東
京
で
行
わ
れ
た
、
標
記
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
と
対
策
に
つ
い
て
、
厚
労
省
の
関
連
審
議

会
の
委
員
を
さ
れ
て
い
る
大
学
の
先
生
等
を
講
師
と
す
る
講
義
、
３
老
人
ク
ラ
ブ

の
事
例
発
表
、
班
ご
と
（
１
班
６
人
）
の
情
報
交
換
で
し
た
。

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
筋
力
、
持
久
力
、
生
理
機
能
の
減
退
を
特
徴
と
す
る
複
数
要

因
か
ら
な
る
症
候
群
で
、
身
体
的
障
害
や
死
亡
に
対
す
る
脆
弱
性
が
増
大
し
た
状

態
を
言
い
、
健
常
と
介
護
状
態
の
中
間
に
位
置
す
る
状
態
の
事
で
す
。

　
こ
れ
を
予
防
し
た
り
、
フ
レ
イ
ル
状
態
の
高
齢
者
を
健
常
な
状
態
に
戻
し
た
り
、

介
護
状
態
に
な
る
期
間
を
出
来
る
だ
け
伸
ば
す
に
は
、
運
動
、
栄
養
、
社
会
参
加

の
３
要
素
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
講
義
で
は
、
肉
類
、
乳

製
品
等
も
含
め
た
バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事
を
す
る
事
、
有
酸
素
運
動
と
筋
ト
レ
が
必

要
な
事
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
家
族
以
外
の
人
と
の
ふ

れ
あ
い
等
、
社
会
と
の
接
点
を
維
持
し
て
い
く
事
の
、
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
事
例
発
表
は
、
全
て
い
き
い
き
サ
ロ
ン
作
り
に
関
す
る
も
の
で
、

自
治
会
の
協
力
を
得
た
り
、
み
ず
ほ
教
育
福
祉
助
成
事
業
と
し
て
開
催
し
た
り
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
サ
ロ
ン
作
り
を
実
現
さ
せ
て
い
る
姿
は
、

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
情
報
交
換
で
は
、
会
員
減
少
等
、
抱
え
る
問
題
は
共
通
で

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
創
意
工
夫
を
し
、
活
動
を
し
て
い
る
報
告
は
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
の
糧
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
、
寿
命
＝
健
康
寿
命
に
な

れ
る
よ
う
、
運
動
、
栄
養
、
社
会
参
加
を
調
和
さ
せ
た
生
活
を
し
て
い
き
た
い
と

の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

班ごとの情報交換 フレイル予防と地域支え合い

三方よしのフレイル（虚弱）対策 いきいきクラブ体操
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き
ら
ら
阿
知
須
よ
ー
ず
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
20
年
10

月
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
強
化
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
住

み
や
す
い
阿
知
須
づ
く
り
と
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ

し
て
10
名
の
ク
ラ
ブ
員
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

1　
活
動
の
き
っ
か
け

　

�

当
地
区
に
は
、
約
１
３
０
年
受
け
継
が
れ
て
い
る

「
ど
う
じ
ん
凧
」
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
後
継

者
不
足
に
よ
り
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。「
伝
統
を
絶
や
さ
な
い
で
」
と
の
要
望

に
応
じ
る
と
共
に
小
学
校
な
ど
で
の
凧
あ
げ
を
支

援
し
、
文
化
の
継
承
と
世
代
間
交
流
を
行
っ
て
い�

ま
す
。

2　
最
近
の
活
動
状
況

1
月
、�

い
ぐ
ら
の
館
（
旧
中
川
家
住
宅
：
入
館
料　

無
料
）
で
の
よ
ー
ず
の
展
示

2
月
、�

小
正
月
フ
ェ
ス
タ
（
阿
知
須
地
域
づ
く
り
協

議
会
）
で
の
ブ
ー
ス
の
出
展

11
月
、
阿
知
須
の
文
化
祭
や
ふ
れ
あ
い
祭
で
の
よ
ー

ず
の
展
示

通
年
、
小
学
校
及
び
幼
稚
園
等
で
凧
あ
げ
指
導

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
内
閣
府
よ
り
令
和
元
年
度
「
社
会

参
加
章
」
を
受
章
致
し
ま
し
た
。

3　
活
動
の
企
画
・
運
営
及
び
参
加
の
呼
び
か
け
方
法

　

毎
月
一
回
、
活
動
内
容
の
検
討
と
課
題
解
決
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
や
ま
ぐ
ち
凧
あ
げ

サ
ー
ク
ル
」
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

サ
ー
ク
ル
は
毎
月
第
１
土
曜
日
10
時
か
ら
自
慢
の
凧

あ
げ
を
き
ら
ら
浜
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
参
加
大
歓

迎
で
す
。

4　
今
後
の
活
動
予
定

　

将
来
は
、
こ
こ
阿
知
須
で
全
国
凧
揚
げ
大
会
が
出

来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
凧
づ
く
り

は
、
竹
細
工
や
絵
画
、
流
体
力
学
等
の
技
術
や
経
験

を
活
か
せ
る
た
め
、
こ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
若
手
会

員
を
勧
誘
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
報
で
の
周
知
活
動
を
通

じ
て
若
手
の
勧
誘
に
今
後
と
も
取
り
組
み
た
い
で
す
。

5　
最
大
の
課
題

　

会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
若
手
層
の
入
会

が
進
ま
な
い
こ
と
で
す
。

山口市老人クラブ連合会　阿知須支部
きらら阿知須よーずクラブ

会長　藤井　宏三

令和元年度

内閣府「社会参加章」受章

サロン紹介6

内閣府「社会参加章」受章（前列左から2人目が筆者） きらら浜は、凧あげに最適な環境です
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「
元
気
で
楽
し
く
社
会
に
貢
献
」

「
解
散
ク
ラ
ブ
が
復
活
し
ま
し
た
」

　

長
門
市
の
平
成
31
年
３
月
末
人
口
は
３
３,
９
６
９
人
、
高
齢
化
率
42
％
と
県
下
で

も
い
ち
早
く
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
市
老
連
は
、
平
成
17
年
に
長
門
市
が
旧

大
津
郡
の
３
町
を
合
弁
し
た
こ
と
に
よ
り
通
、
仙
崎
、
深
川
、
俵
山
、
三
隅
、
日
置
、

油
谷
の
７
支
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
、
連
合
会
で
体
制
を
整
え
、
そ
れ

ま
で
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
た
事
務
局
を
現
在
の
場
所
に
移
転
し
、
自
主
運

営
を
再
開
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
、
主
な
活
動

　
総
務
会
は
、
会
長
、
副
会
長
（
各
支
部
長
）
を
以
っ
て
構
成
し
、
役
員
会
を
毎
月
１

回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
16
日　
平
成
31
年
度
総
会　
出
席
者
49
人

　
11
月
26
日　
役
員
研
修
視
察　
参
加
者　
36
人

文
化
広
報
部
会

　
６
月
19
日　
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
参
加
者
2
7
9
人

　
９
月
１
日　
広
報
紙
発
行　
部
数
1,
2
0
0
部

　
３
月
１
日　
広
報
紙
発
行　
検
討
中

健
康
増
進
部
会

　
７
月
８
日　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　
参
加
者　
1
1
2
人

　
11
月
22
日　
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
参
加
者　
3
3
4
人

女
性
委
員
会

　
８
月
30
日　
美
祢
市
老
連
女
性
委
員
会
と
の
交
流
研
修
会　
参
加
者
15
人

解
散
し
て
い
た
ク
ラ
ブ
が
復
活
し
ま
し
た
の
で
経
緯
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
に
三
隅
支
部
で
最
も
会
員
数
の
多
い
第
４
ク
ラ
ブ
が
解
散
し
ま
し
た
が
、

他
の
ク
ラ
ブ
に
移
籍
し
た
会
員
が
中
心
と
な
り
、
地
区
の
行
事
に
も
協
力
的
で
行
動
力

の
あ
る
若
手
会
員
を
新
会
長
に
選
出
し
、
退
会
さ
れ
た
会
員
に
呼
び
か
け
て
、
今
年
度

27
人
で
復
活
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
１
度
解
散
し
た
ク
ラ
ブ
で
も
ま
た
復

活
で
き
る
模
範
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

逸皇会の和演奏を楽しみました 2019年 4月16日総会

シニアスポーツ大会準備体操 グラウンドゴルフ大会112名参加

わ
が
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
～
市
町
・
支
部
老
連
の
活
動
を
紹
介
～

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
9　
長
門
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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「
楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
を
P
R
し
て
、
新
し
い
仲
間
を
！
」

　
光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
」「
担
お
う
！
地
域
づ
く

り
」「
増
や
そ
う
仲
間
」
の
３
つ
を
基
本
方
針
と
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
た
い
と
い
う
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
健
康
づ
く
り
、
仲
間

づ
く
り
や
友
愛
活
動
な
ど
こ
れ
ま
で
培
っ
た
活
動
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
更
な
る
活
性
化

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

光
市
老
連
に
は
、
６
つ
の
部
会
が
あ
り
ま
す
。

広
報
部
：
年
３
回
の
「
た
ま
ゆ
ら
」（
広
報
誌
）
発
行

体
育
部
：�

11
月
に
開
催
す
る
「
健
康
フ
ェ
ス
タ
」、
春
・
秋
に
開
催
す
る
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
」「
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

文
化
部
：�

10
月
に
開
催
す
る
「
文
化
祭
」、春・秋
に
開
催
す
る
「
囲
碁
大
会
」「
将
棋
大
会
」

他
に
も
コ
ー
ラ
ス
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
等

女
性
部
：
友
愛
訪
問
活
動
（
年
間
通
じ
て
）・
施
設
見
学
・
研
修
会
等

交
通
安
全
部
：
交
通
安
全
運
動
の
実
施
・
交
通
安
全
教
室
の
開
催
他

会
員
加
入
促
進
部
：
若
手
委
員
会
と
の
協
同
で
、
会
員
増
加
を
推
進

　
さ
ら
に
、
市
老
連
会
長
・
副
会
長
・
事
務
局
長
・
各
部
会
長
・
地
区
会
長
か
ら
な
る
「
企

画
運
営
委
員
会
」
で
月
１
回
の
定
例
会
議
を
開
き
、
情
報
交
換
・
討
議
・
情
報
の
共
有

を
図
り
、
各
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
相
互
の
見
守
り
、
地
域
へ
の
貢
献
、

皆
で
進
め
る
楽
し
い
行
事
を
、
広
報
誌
・
定
例
会
議
を
通
し
て
広
く
P
R
し
、
新
し
い

仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

フォークダンス ペタンク大会

文化祭での舞踊

わ
が
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
～
市
町
・
支
部
老
連
の
活
動
を
紹
介
～Ｖ

Ｏ
Ｌ
．
10　
光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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施　設　名 料金（単位 : 円） 備　　　　　　考
（税・サービス料等）住所・電話番号・FAX 区別 休憩入浴 宿　　泊

ホテルかめ福
〒 753-0056
山口市湯田温泉４丁目 5-2
電 話　083-922-7 000
FAX　083-922-7007

個人 2,300 10,000
サービス料込・税別

送迎は、提供していません。団体 2,100
（16人以上）

9,000
（15人以上）

かんぽの宿 光
〒 743-0005
光市室積東ノ庄 31-1
電 話　0833-78-1515
FAX　0833-79-1379

個人 500
引き 税込料金です。

日帰り宴会…500 円（税込）引きです。
《4,500 円以上のプラン利用》
入浴・施設利用…20%引き
「かんぽの宿利用提携カード」又は、県老連発行の「協定
施設利用提携カード」の提示をお願いします。（「協定施
設利用提携カード」1枚で同伴者全員可能です。

長崎ブルースカイホテル
〒 852-8007
長崎市江の浦町 18-1
電 話　095-861-6411
FAX　095-861-2531 

個人 7,000 サービス料・税込
送迎…８人以上は無料《長崎駅⇔ホテル》
入浴のみは無し

 団体
（8人
以上）

 6,480

※「憩いの家」指定料金は、一般客に利用料金より、割引きになっております。
※料金の区別「個人」「団体」とは、老人クラブ会員です。
※詳細については、各施設に直接お問い合わせください。
※県老連と全国のかんぽの宿は利用提携を結んでいます。「かんぽの宿利用提携カード」を提示すれば、同伴者 3人様まで 1泊 2
食以上の宿泊プラン料金から 500 円（税込）を割引いたします。（割引除外日及び割引対象外の宿泊プランがありますので気をつ
けてください。）

「憩いの家」指定施設きららシニア山口
（契約期間平成30年10月１日から令和2年９月30日まで）

会員章は老人クラブのシンボル

ご注文は、山口県老人クラブ連合会まで
電話：083-924-2838　ファックス：083-928-2387

　会員章は、会員一人ひとりの意欲とクラブの誇りを示
すシンボルであり、仲間の連帯のしるしです。あなたも
会員章を胸に、地域の担い手としていきいきと輝きなが
ら、クラブ活動を広げていきましょう。

● 60 周年記念会員章のご紹介
昭和から平成、そして令和へ・・・
　私たち老人クラブは、活動の輪を広げ、今日、我が国有数の高齢者組織へと発展
してきました。また、仲間同士の一層の結束を求めて、昭和 30年代には、全国各
地に老人クラブ連合会が次々に設立されました。そのなかで、昭和 37年（1962 年）
に設立された全国老人クラブ連合会は、2022 年、創立 60周年を迎えます。
　この度、創立 60周年を記念して全国老人クラブ会員章が新たに作成されました。
記念会員章を着用して、私たち老人クラブの輪をさらに大きく広げましょう !

会員章実物大
直径 17mm

1 口 1,000 円
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